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研究成果の概要 

 

本研究では動的共有結合化学を基盤として、自己修復性、応力緩和特性、分解性、再成形性、

メカノクロミック特性などの力学機能性のうち、複数の機能を示す力学「多機能」高分子材料の創出

を目的とし、マルチスケールでの動的な解析に基づく動作原理の解明と材料設計指針の確立を目

指している。今年度は４つの研究項目に関して研究を実施したので、成果を以下にまとめた。 

（研究項目１） 力学機能分子の設計と最適化： これまでに蓄積したシミュレーションに関する知

見を活用して、力学機能分子の構造と反応性の相関関係がより明確となった。特に耐熱性を有す

るラジカル型メカノフォアの合理的設計戦略が明確となり、開発した分子骨格が期待どおりの反応

性を示すことを実験的に検証できた。 

（研究項目２） 修復性をもつ力学多機能高分子材料の開発： 新たに開発した力学応答性分子

がメカノクロミック特性と修復性の両方の機能を有することを利用して、簡便に架橋高分子を合成で

き、しかも修復性やリサイクル性を示すことを明らかにした。 

（研究項目３） 可視化に利用可能な力学多機能高分子材料の開発： これまでの一連の研究を

まとめ、メカノクロミズムを示す力学機能性分子骨格を高分子に対してどのような形で導入すると力

学的な応答性がどのように向上するか、という相関関係を系統的にまとめることができた。 

（研究項目４） エネルギー散逸特性をもつ力学多機能高分子材料の開発： これまでに開発した

エネルギー散逸特性をもつ力学機能性分子を、別の力学機能性分子とともに高分子中に導入す

ることで、両分子骨格の比較ができるようになり、エネルギー散逸特性の相対評価を実現した。 
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